
 【参考資料】  

湯河原町臨時的任用職員及び非常勤職員取扱要綱の一部を改正する告示新旧対照条文 

現     行 改  正  後 備 考 

 （休暇） 

第22条 （略） 

２ 前項の規定にかかわらず、１月

２日からその年の６月30日まで

の間に雇用され、雇用の日から６

月間継続勤務することが予定さ

れている職員（その予定されてい

る全勤務日の８割以上の出勤が

見込まれない職員を除く。）のう

ち、当該雇用の日からの継続勤務

が６月を超えることとなる日（以

下この項において「特定日」とい

う。）において、１週間の勤務日

が３日以上とされると見込まれ

る職員又は週以外の期間によっ

て勤務日が定められている職員

で１年間の勤務日が121日以上と

されると見込まれる職員に対し、

当該雇用の日からその年の６月

30日までの間（当該雇用の日が４

月２日以降である職員にあって

は、当該雇用の日から３月間）継

続勤務し全勤務日の８割以上出

勤した場合、当該雇用の日の属す

る年の７月１日（当該雇用の日が

４月２日以降である職員にあっ

ては、当該雇用の日からの継続勤

務が３月を超えることとなる日）

から同年９月30日（当該雇用の日

が３月30日以前である職員にあ

っては、特定日の前日）までの期

間において、夏季年次休暇を与え

るものとし、その日数は、別表第

３に定める日数とする。 

３ （略） 

｜ 

８ （略） 

 

 

 

 （休暇） 

第22条 （略） 

２ 前項の規定にかかわらず、１月

２日からその年の６月30日まで

の間に雇用され、雇用の日から６

月間継続勤務することが予定さ

れている職員（その予定されてい

る全勤務日の８割以上の出勤が

見込まれない職員を除く。）のう

ち、当該雇用の日からの継続勤務

が６月を超えることとなる日（以

下この項において「特定日」とい

う。）において、１週間の勤務日

が３日以上とされると見込まれ

る職員又は週以外の期間によっ

て勤務日が定められている職員

で１年間の勤務日が121日以上と

されると見込まれる職員に対し、

当該雇用の日からその年の６月

30日までの間（当該雇用の日が４

月２日以降である職員にあって

は、当該雇用の日から３月間）継

続勤務し全勤務日の８割以上出

勤した場合、当該雇用の日の属す

る年の７月１日（当該雇用の日が

４月２日以降である職員にあっ

ては、当該雇用の日からの継続勤

務が３月を超えることとなる日）

から同年10月31日（当該雇用の日

が３月30日以前である職員にあ

っては、特定日の前日）までの期

間において、夏季年次休暇を与え

るものとし、その日数は、別表第

３に定める日数とする。 

３ （略） 

｜ 

８ （略） 

   附 則 

 この告示は、公表の日から施行す

る。 

 

 

 


